
自動走行システム・国際連携ＷＧ（第５回）議事要旨 

 

１．日 時 平成２６年９月１８日（木）１０：００～１２：００ 

 

２．場 所 内閣府合同庁舎８号館６２３会議室 

 

３．出席者：  

（主査） 天野 肇 ＩＴＳ Ｊａｐａｎ 専務理事 

 

内村 孝彦 ＩＴＳ Ｊａｐａｎ 理事 自動運転ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ 

小花 貞夫 電気通信大学 大学院 情報理工学研究科 教授  

香月 伸一 日本自動車研究所 ＩＴＳ研究部 主席研究員 

葛巻 清吾 トヨタ自動車株式会社 ＣＳＴＯ補佐  

斎藤 徹 株式会社本田技術研究所 四輪Ｒ＆Ｄセンター 主任研究員（代理：鵜浦 清

純） 

中島 雄二 日産自動車株式会社 環境・安全技術渉外部 ｼﾆｱｴﾝｼﾞﾆｱ 

松井 房樹 電波産業会 専務理事（代理：瀬川倉三） 

三角 正法 ＩＴＳ標準化委員会 走行制御分科会長（代理：酒井泰済） 

 

市川 類 内閣官房 情報通信技術総合戦略室 参事官（代理：内藤博道） 

山本 和毅 警察庁 長官官房 参事官 

森下 信 総務省 総合通信基盤局 新世代移動通信ｼｽﾃﾑ推進室 

吉田 健一郎 経済産業省 製造産業局 電池・次世代技術 ITS 推進室 室長 

山本 巧 国土交通省 道路局 道路交通管理課 ITS 推進室 室長（代理：垣原清次） 

久保田 秀暢 国土交通省 自動車局技術企画室 室長 （代理：谷口正信） 

 

（自動走行システム推進委員会） 

渡邉 浩之 議長・プログラムディレクター 

川本 雅之 トヨタ自動車株式会社 技術統括部 主査 

清水 和夫 自動車ジャーナリスト 

（説明者） 

保坂 明夫 一般財団法人道路新産業開発機構 ITS・新道路創生本部 上席調査役 

 

（事務局）田沼 知行 内閣府 科学技術・イノベーション担当 

兵藤 守 内閣府 科学技術・イノベーション担当 

 

４．議題 

1.今回の WG の位置づけ 

2.ITS 世界会議デトロイトのセッションおよび展示 

①自動走行に関する海外動向 

②SIS72 セッション結果 

③展示 

3.国内開催の国際会議企画 

①登壇者候補検討状況 

②ホームページの開設 

4.ミシガン大学 Mobility Transformation Center（MTC） 

①施設概要・準備状況 

②協賛企業・団体 

5.自動運転関係の標準化に関する TR について 



 

５．配付資料 

資料５－１ 国際連携活動の進め方 

資料５－２－１ ITS 世界会議の概要 

資料５－２－２ 主催セッションの結果（SIS72） 

資料５－２－３ 展示概要 

資料５－３－１ 国際会議登壇者候補検討状況 【非公開資料】 

資料５－３－２ ホームページの概要 

資料５－４－１ Mobility Transformation Center（MTC） 

資料５－４－２ Mobility Transformation Facility（MTF） 

資料５－５－１ 自動運転関係の標準化に関する TR について 

資料５－５－２ Intelligent transport systems  

— Vehicle/roadway warning and control systems  

— Report on standardization for vehicle automated 
 driving systems (RoVAS) 
   -- Beyond the driver assistance systems -- 

   資料５－６ 今後の WG 開催予定について【非公開資料】 

 

参考資料１ 国際連携ＷＧ（第４回）議事要旨案 
 

６．議事要旨 

1. 今回の WG の位置づけ 

 資料５－１に基づき、国際連携ＷＧのスコープ、進捗を説明があった。 

 

2. ITS 世界会議デトロイトのセッションおよび展示について 

 資料５－２－１，２，３に基づき、ITS 世界会議の概要について説明があり、会議参加者から感

想の紹介があった 

 

3. 国内開催の国際会議企画について 

 資料５－３－１、資料５－３－２について説明と議論があった。 

 

4. ミシガン大学 Mobility Transformation Center（MTC） 

 資料５－４－１、２に基づき、MTC について説明と議論あった。 

 

5. 自動運転関係の標準化に関する TR について 

 資料５－５－１・資料５－５－２について説明と議論があった。 

 

6.今後の開催予定について ITS 世界会議デトロイトのセッションおよび展示企画について 

 資料５－６に基づき今後の WG 開催予定について、事務局から説明があった 

 

以上 

 


